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小規模災害の復旧を支援します

－

37.5％

112,500円

70.0％

210,000円

建設課耕地係　 　　 鈎0824―73―1136

西城支所環境建設課  鈎0824―82―2182

東城支所建設課　　  鈎08477―2―5141

口和支所環境建設課  鈎0824―87―2113

高野支所環境建設課  鈎0824―86―2113

比和支所環境建設課  鈎0824―85―3003

総領支所環境建設課  鈎0824―88―3065

中国横断自動車道尾道・松江線関連工事に着手

災 　 害 　 名 対象事業費 地元負担率（額）

30万円以上60万円未満

25万円以上40万円未満

（例）事業費30万円の場合

25万円以上40万円未満

（例）事業費30万円の場合

※今回の災害で、これまで災害復旧対象とならなかった農 
　林施設や農地の災害について、建設課耕地係及び各支所
　の担当課へお問い合わせください。

　国土交通省三次河川国道事務所が整備を担当している中国横断自動車道尾

道・松江線のうち、庄原市口和町で関連工事に着手しました。この工事は、本線工

事の進入路として利用される工事用道路を整備するもので、庄原市内の中国横

断自動車道尾道・松江線関連工事として最初の土音が響くことになりました。

　工事中は、市民の皆さんにご迷惑をおかけすることになりますが、ご理解・ご

協力をお願いします。

工事場所／口和町下本谷地内

工事内容／市道本谷線からの工事用道路

（延長＝約160ｍ、幅員＝4ｍ）建設など

工期／平成18年8月から平成19年2月

連絡先／国土交通省三次河川国道事務所

工務課（口和工区担当）　鈎0824―63―4121

口和支所環境建設課　　鈎0824―87―2113

公共土木施設

農 林 施 設

農　　　　地

単 独 災 害 復 旧 制 度 創 設

　今年7月18日夜から19日朝までの梅雨前線によ

る豪雨は記録的な大雨となり、市内に大きな被害を

もたらしました。6月22日～7月20日の間に市内で

発生した公共土木関係（市道・普通河川）及び農地・

農業用施設並びに林道関係の被害箇所は743件、被

害額は約20億7,300万円となっています。

　この被災箇所は農地・農業用施設並びに林道が一

件当り40万円以上、公共土木施設は一件当り60万

円以上の被害額のものが国の災害復旧制度の対象

となり、国から高率な補助金が交付されます。市で

は国の災害復旧制度に満たない農林施設災害及び

公共土木施設災害について、このたび単独災害復旧

制度を創設し、災害復旧にあたることにしました。

　この制度は共同利用の農林施設で水路・ため池・

頭首工・農道・林道などが被災し、復旧事業費25万円

以上40万円未満の被災箇所が対象となります。

　地元負担は対象事業費の37.5％で工事費や測量

設計費などの一部が負担となります。

　また、農地災害の復旧につきましては、市の単独

事業の農林施設整備事業の利用が可能です。

申請及び問い合わせ先

建設課高速道・ダム係　鈎0824―73―1118
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申請期日

平成18年11月2日(木)

インターネットを活用して
『みんなのやりたいことワークショップ』
開設します
　市民が主役のまちづくりを一層進めるため、インターネットを活用したワ

ークショップ（自由に意見交換などできる集いの場）を10月10日に開設しま

す。このワークショップのテーマは、当面『観光』と『定住』とします。このテー

マで皆さんがやってみたい活動について、自由に意見・情報交換していただ

き、交流を深め、活動につながる場として開設するものです。

庄原市ホームページ（http://www.

city.shobara.hiroshima.jp）のト

ップページから入ります。

『観光ワークショップ』か『定住者

を増やすワークショップ』のどち

らかクリックして選んでください。

メッセージ欄にご意見を入力下さい。

入力後、送信ボタンをクリックし

て下さい。

意見を書くためには、あらかじめ会員登録が必要です。なお、意見に対するコメントのみの場合は会
員登録が不要です。個人のプライバシーに関する情報や誹謗中傷するような意見は書かないで下さ
い。詳細については利用規約をご覧ください。
■問い合わせ　商工観光課観光交流係　鈎0824―73―1178

画面の説明

　庄原地域では、平成15年５月に、
広く市民に呼びかけて、市民活
動と市街地の活性化をめざし「み
んなのやりたいことワークショ
ップ」を立上げました。
　この集いには、会社員や医師、
大学生、商店主、会社経営者、公
務員など約100人が参加され、
当時、「にぎわいづくり・観光振興・
ギャラリーとシアター整備（後
に楽笑座となりました）・パソコ
ン利活用・食廃油リサイクル・市

民交流サロンの利用」の７つの
ワークショップが生まれ、それ
ぞれの活動が進められてきました。
庄原地域のワークショップは、
誰でも参加でき、提案・検討だけ
でなく、実践する組織をめざし、
それぞれ夢を実現されています。

　このようなまちおこし・地域
おこしなどの会議は、通常、会議
室などに集まって、意見を出し

合うのですが、インターネット
上なら、わざわざ会議室に集ま
らなくても、自宅などで参加す
ることができます。広い庄原市、
同じ思いの方々が遠く離れてい
ても、意見交換、交流や活動でき
ます。皆さんぜひご活用ください。

※このワークショップは、意見
を一方的に提案するだけではなく、
参加者相互で意見を出し合ったり、
それを発展させ、活動につなが
ることを目的としています。

ワークショップの実績

インターネットを活用した

場合の利点

市民が主役のまちづくり

※注意事項




